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 ・大正 11 年（1922 年）12 月 27 日：穀粒文玉璧・牛車型明器・緑釉狗明器
 ・大正 12 年（1923 年） ３ 月 19 日：玉璋
 ・大正 13 年（1924 年） ９ 月 ４ 日：唐三彩馬俑・唐三彩鎮墓獣俑・唐武人俑２体
 ・大正 14 年（1925 年） ８ 月 ２ 日：宜子孫銘方磚・緑釉倉明器・北魏造像銘石片




























刊行）、C. T ルー（盧芹齋）については、羅拉『盧芹齋伝』新世紀出版社、2013 年（フランス語版 Geraldine 




（2020 年９月 30 日確認）
18 中山龍次は逓信技師でこの時は中華民国交通部電政顧問として北京に滞在していた。西脇氏と同じ新潟











1944 年）などがある。なお、中国歴史博物館開館にあたって 1949 年６月５日に霍明志は１万点以上の
文物を寄贈したという（中国歴史博物館編『中国歴史博物館 80 年』40 ～ 41 頁、1992 年、中国歴史博物館）。
22 邱崇禄「従一張老照片中引出双塔慶寿寺里的故事」『西城追憶』2007 年３期





研 究 論 集 第 6 号（2021. 3）
12
年から 1920 年まで満鉄附属地の南満医学堂教授兼奉天医院長を勤めた。その後、1937 年東京帝国大学
教授となる。木下杢太郎の筆名でも執筆活動をおこない、のちに『大同石仏寺』（木村荘八と共著、日本
美術院、1921 年）を刊行した。（国立公文書館所蔵「故東京帝国大学教授太田正雄叙勲の件」（昭和 20 年
11 月）、JACAR　A10113533100、参照）







32 関野フィールドカード 41-063 には昭和５年 12 月 22 日に「京都川合定次郎氏蔵遺物」があり、氏所蔵の
中国の仏像を実見していることがわかる。
33 関野フィールドカードには昭和５年 12 月 23 日に大阪山中商会（33-012）・笹川慎一蔵品（33-013）・浅
野竹石山房（33-014）・村上春釣堂（33-015）のカードが見える。
34 京都大学貴重資料デジタルアーカイブ（https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/）には「楽浪郡絵はかき」（江浪
古玩堂（平壌））とある。
35 国立公文書蔵「故塚本慶尚位記追賜ノ件」（1931 年）、JACAR　A11114051000、参照
追記： 本稿でとりあげた『関野貞日記』の該当箇所に関する情報は以下の淑徳大学人文学部歴史学科
３年生が授業で収集したものを活用した。教員、学生共に授業と研究がつながることを実感した
論文となったと思う。
 佐藤陽太郎・小山楓・小林英稔・慶保一弥・井隝崇斗・穴澤拓実
